
広島生まれのおいしいミカン

広島県立総合技術研究所農業技術センター

石 地

浮皮が発生せず、食味が極めて良いため、全国の

カンキツ産地から注目を集める期待の品種です。

い し じ

石 地 大津四号

広島県呉市倉橋町で「杉山温州」の枝変わりから発見

成熟期：12月上旬（中生温州ミカン）

成熟期の糖度：11.5～12.0度

酸含量：0.80％

浮皮：ほとんど発生せず、腐敗や食味の低下が少ない

食味：果汁中の果糖の割合が他の温州に比べて高く、

糖度以上の甘味を感じる


